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■標準タイプ

初回面談から実績評価までを6ヶ月間として実施する。

■短縮タイプ

初回面談から実績評価までを3〜5ヶ月間として実施する。

■モデルタイプ

初回面談後の支援内容を独自に設定し、3ヶ月後の実績評価で改善

しているかどうかを評価・報告する。

■リモートタイプ

通信技術を活用したリモート面談に対応いたします。

利⽤可能な通信︓LINE スカイプ Teams Zoom など

健診データの受領・階層化

日程調整・案内送付

初回面談

継続支援

中間評価

継続支援

継続支援

実績評価

実績報告・XMLデータ納品

個別結果表作成・送付
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［方法］面談 電話 文書［内容］・⾏動目標の再確認、⾒直し・実践の振り返り・問題点への支援
［方法］面談 リモート面談［内容］・特定健診結果説明・⾏動目標、計画の設定 など

［方法］面談 電話 文書［内容］・⾏動目標、計画の達成状況・体重、腹囲測定により評価

■特定保健指導 対応プログラム

※その他

・健診機関と連携し初回面接の分割実施に対応します。

・被扶養者への指導も対応致します。

積極的支援 動機づけ支援
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■配布ツール

配布ツール

外⾷時に胸ポケット⼊れることを意識した携帯⽤

のカロリーブック。100kcalの食事目安や10分の

消費エネルギーが体重別に一目でわかります。ま

た、10分多く歩く、歩き方を変えるなど、運動初

心者がからだを動かすための工夫も掲載しており、

日常生活に取り入れやすい内容です。

リスクに応じた配布資料

個々のリスクに応じた弊社オリジナル資料を配布し

ます。

目標設定や⽣活習慣の⾒直しに役⽴つよう、⽇

常生活に取り入れやすい内容で作成しております。



出典︓厚⽣労働省」積極的⽀援対象者への柔軟な運⽤による特定保健指導のモデル実施」
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厚⽣労働省へ・モデル実施実績報告書(様式あり)・法定報告(XML)データを提出

モデルタイプについて

1.特徴

■継続的な支援の提供者や方法を緩和。成果を出せる方法を保険者が企画して実施

■⽀援の投⼊量（ポイント）ではなく、３ヵ⽉間の介⼊の成果（腹囲２㎝以上、体重２kg以上の改善）を評価

2.基本的な流れ 初回面談 モデル実施計画書に沿った保健指導を提供(喫煙者に対しては禁煙指導) 改善していない場合は追加支援を実施し180ポイント獲得厚⽣労働省へ・モデル実施計画書(様式あり)を提出 実績評価当年度健診結果数値より腹囲2.0cm以上かつ体重2.0kg以上の改善を確認（モデル実施開始の30日前まで） （翌年度の11月1日まで）
3.取組のイメージ

■モデル実施は従前より支援内容が緩和されており、創意工夫によって、より対象者の個別性に応じた支援方法の選択・実施が可能。

■具体的には、事業主との連携、福利厚⽣の施設活⽤、各種健康教室の開催、ウォーキング⾏事、契約先のフィットネスクラブでのプログラム提供等といった取組例が

考えられる。事業主と連携した例・福利厚⽣の健康ポイントを、腹囲や体重の減少量、運動量に応じて付与・スポーツジムの利⽤、テニスや空⼿といった運動レッスンを受講する際の利⽤料を全額または⼀部補助・月に2〜4回、運動教室を事業所内で開催
その他・初回面談に重点をおく指導・アプリを利⽤したプログラム・セミナーの開催メールやLINEを中⼼に取り⼊れた例・定期メールマガジンを対象者に送付し生活習慣改善に役⽴つ情報提供・LINEやメールでの食事指導

4.留意点

■モデル実施における保健指導は、必ずしも「標準的な健診・保健指導プログラム【平成30年度版】」に即している必要はない。

■厚⽣労働省に提出されるモデル実施計画書において、記⼊漏れ等の内容に不備があるものや商品等の勧誘、販売等を⾏う内容が含まれている場合等 には、厚

⽣労働省より修正を求めらることがある。



4

肺年齢測定COPDの早期発⾒・禁煙指導

■各種健康測定

体組成測定筋⾁量や内臓脂肪を測定 ⾎管年齢測定指の脈拍から⾎管年齢を推定 姿勢チェック自分の姿勢タイプを確認

ソルセイブ塩分味覚チェック。高血圧・減塩指導

血糖値測定自己測定による血糖検査

体⼒測定(一般)持久⼒・握⼒・敏捷性・平衡性・柔軟性 体⼒測定(前期高齢者など)歩⾏能⼒・下肢筋⼒・平衡性・柔軟性
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■特定保健指導以外の対応プログラム

■特定保健指導タイプの指導

3〜6ヶ月の指導期間を設け、初回面談から実績評価までを特定保健指導と同等に実施します。

40歳未満の若年層、⾼⾎圧症などの罹患者を対象に⾷事指導や運動指導を⾏います。

■専門職による面談指導

保健師、看護師、管理栄養⼠、運動指導者、⼼理相談員、など有資格者がニーズに応じた面談及び指導を実施します。

■文書指導

糖尿病、脂質異常症、⾼⾎圧症などの罹患者、若年層(保健指導レベルの

健診結果リスク)を対象に、⽂書指導を⾏います。

健診データから疾患リスクを読み取り個別に専門スタッフからアドバイスをお送り

いたします。

その他にもご要望に応じた内容で作成可能です。

■各種セミナー・講習会・測定会・健康づくりイベント

大小様々なセミナー、測定会をご要望に応じて実施いたします。

＜例＞ 「サルコペニア予防」 「今すぐ禁煙」 「腰痛・肩こり改善セミナー」 「免疫⼒を⾼める⾷事」


